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＜連絡事項＞　
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・寺澤　英男様～療養環境変更目的にて東Cユニットから南Dユニットへ移動となる。
・泉山　紀子様～馬渡Drより退院に関して面談調整指示あり。家族連絡し4/2 15時から
面談予定となる。
・澤村　彬様～西舘PSWより連絡あり。次回外泊訓練が4/8 15:00～4/10 10:00の予定。
・工藤　悦子様～採血結果よりCA19-9が高値。田名部Drより当院では経過観察、南部病
院へは情報提供しておくとの事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。飲水要求の頻回さあるが、決められた範囲内での管理は出来ている。妄想発言はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。妄想に左右された発言聞かれ、各食後薬は拒薬している。対面時の易怒性や声高さはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察中。開放前のドア蹴りあり介入している。開放中はスタッフへの付き纏い行為あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。病的体験の訴えなく静かに過ごす事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。本日より17：00～翌9：00までの拘束指示への変更となる。食事は一部介助にて各色1/4摂取、服薬拒否無し。臥床傾向であるが、トイレには誘導で行くこともできている。仙骨部に皮膚剥離あり、保護している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。経管栄養はM-T自抜行為や消化器症状なく実施出来ている。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルない。精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。経管栄養はM-T自抜行為や消化器症状なく実施出来ている。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言あるが、危険行為なく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.0℃～38.0℃後半で経過、他バイタルサイン特変なし。常に痰鳴みられ吸引施行するがとりきれない状態、自己排痰は不十分であるが酸素飽和度低下ない。食事は全介助にて朝食1/2、昼食全量摂取出来ている。
・松田　善治様～バイタルサイン特変なし。痰鳴ないが吸引施行すると黄白色粘稠痰多量に喀出、抵抗強くスタッフ2名で介入要している。服薬は痰絡みによる嚥下困難がある為、指示にて除剤している。
・高橋　ミイ子様～バイタルサイン特変なし。GCSE3V2M2計7点。暗赤色尿とタール便を排出し続けている、昨日尿量127ml。Baが閉塞しないように適宜ミルキングしている。口腔内の痂皮多量だがはりつきが強く除去できていない。口唇のただれは乾燥強くマウスジェル塗布している。
・藤井　崇史様～放歌、独語、他者への干渉あり。介入にてトラブルなく経過。
・瀧澤　杏奈様～食事、服薬拒否無し。独語活発、落ち着き無い様子見られている。脱衣行為等の逸脱行為なく経過。
・山本　幸江様～弄便行為あり介入要している。帰宅要求は無い。

＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様、澤村　彬様、瀧澤　杏奈様、大脇　ユミ様

3/29より臨時薬は同内容で継続処方。
・高屋敷　良子様～3/29より臨時薬は同内容で継続処方。3/29より経管栄養法継続指示。4/1　経管栄養チューブ交換指示あり。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・工藤　悦子様～3/30　14：00退院指示あり。3/29より4/5まで退院処方含む臨時薬処方あり。退院療養計画書作成済。
・田端　テル様～3/29より臨時薬は同内容で継続処方。ナパゲルン軟膏2本処方あり。
・古里　長太郎様～3/29より臨時薬は同内容で継続処方。点滴は同内容で1日分処方。
・濱登　せつ子様～3/29臨時薬バルプロ案200㎎→300㎎へ。ｶﾙﾊﾞﾏｾﾞﾋﾟﾝ中止へ変更、その他同内容にて継続処方あり。
・大久保　康弘様～3/29よりフルメジン同内容にて継続処方あり。本人希望もあり、ＩＦオーダーにシンラック指示あり。
・高橋　ミイ子様～点滴は同内容で1日分処方。バルーンカテーテル交換については、3/29予定であったが出血傾向もあるため、交換はせず現状のまま様子を見るよう指示あり。

＜皮膚科診察情報＞
・夏坂　浩美様～両下肢膝外側、踵、外踝に黒色組織あり。
左下腿、両踵：アズノール軟膏塗布+フィルム貼付

右下腿：ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護
・見付　幸一様～仙骨部褥瘡：同前処置

　　　　　　　　腰部表皮剥離：アズノール軟膏塗布+ガーゼ保護
・泉山　紀子様～同前処置
・木村　美智子様～同前処置
・中村　隆様～同前処置。本日夕よりマルスチン2T 2×朝夕で7日分処方となる。
・古里　長太郎様～仙骨部：ゲーベンクリーム塗布+ガーゼ保護
　　　　　　　　　右下腿、両踵：アズノール軟膏塗布+フィルム保護
　　　　　　　　　顔面：エキザルベ軟膏塗布
・水梨　孝純様～同前処置
・金子　トヨ様～仙骨部表皮剥離：アズノール軟膏塗布+ガーゼ保護
　　　　　　　　四肢、体幹：デルモゾールDP軟膏塗布
・佐藤　ミツ子様～右臀部：ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護
＜新入院患者様情報＞
日　　時：3月28日　14:06

  氏　　名：佐々木　マツ子様

　生年月日：昭和18年2月22日(76歳)

　病　　名：妄想性障害疑い

　性　　別：女性

　主治　医：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット14号室

　(経過）

　　現在夫様と二人暮らし、夫様は認知症とのこと。息子様は盛岡在住。

　　本人が50代の頃より夫様や親戚に対する妄想が出現したが、病院受診には至らなかった。その後も妄想は持続、徘徊も目立つようになり、平成30年12月に初めて警察が介入し、地域包括支援センターが関わるようになっていた。以降も徘徊や私有地に入る事あり都度警察が介入し保護されることを繰り返していた。

　H31.3.27夜間に徘徊しているところを通報され、警察に保護。本日当院に連絡があり、受診。診察時は興奮も無く穏やかだが、今後も徘徊を繰り返す可能性がある為、H31.3.28東Aユニットへ医療保護入院となる。
※入院時家族来院不可。3/29午後に家族来院予定。
　家族来院時に入院時書類処理して下さい。また、入院時に財布持ち込みあり。SGM部屋の引き出しに入れているので返却して下さい。
※持参薬なし。検査終了後に処方検討するとの事。
